
　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。
東
京
都
立

大
院
卒
。
元
千
葉
大
大
学
院
工
学
研
究
科

准
教
授
（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の
テ
ー
マ
の
研

究
開
発
に
努
め
る
と
と
も
に
日
本
各
地
の

地
域
お
こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー
カ

ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ
ラ
ボ
で
地
域

再
生
を
図
る
地
酒
「
鐵
の
道
」
の
製
造
・

販
売
を
企
画
、
す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。
一
般
社
団
法
人

「
洸
楓
座
」
代
表
。「
全
国
ふ
る
さ
と
大
使

連
絡
会
議
」
理
事

コ
ロ
ナ
禍
で
発
揮
さ
れ
る
図
書
館
力
―
―
千
葉
県
立
図
書
館
の
場
合

A=千葉県立中央図書館
B=千葉県立西部図書館
C=千葉県立東部図書館

便

利

な

図
書
搬
送
シ
ス
テ
ム

　
コ
ロ
ナ
禍
の
折
、
読
書
す
る
人
が
増
え
て
い

る
と
聞
く
。
図
書
館
の
重
要
性
も
増
し
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
半
面
、
開
館
自
体
が
制
限
や
閉

鎖
さ
れ
て
い
る
時
期
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
動

態
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
最
近
、
千
葉

県
立
図
書
館
の
図
書
搬
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
恩
恵
に
浴
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
話
題

を
紹
介
し
た
い
。

　
筆
者
は
、本
コ
ラ
ム
の
第
９
回
と
10
回
（「
軽

井
沢
で
地
域
お
こ
し
」
の
意
義
」
上
、下
）
で
、

軽
井
沢
の
地
元
力
の
一
つ
と
し
て
「
朗
読
と
い

う
文
芸
」に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
そ
の
背
景
に
、

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
青
木
裕
子
氏
が
２

０
１
０
年
に
軽
井
沢
朗
読
館
を
開
設
し
、
ま
た

軽
井
沢
町
立
図
書
館
で
は
、毎
月
土
曜
日
に「
館

長 

青
木
裕
子
朗
読
会
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
青
木
さ
ん
は
、
昨
年
４
月
か
ら
は
名

誉
館
長
と
な
っ
た
が
朗
読
会
は
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
。

　
筆
者
は
、『
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
聞
』
と
い
う

メ
デ
ィ
ア
で
、
連
載
コ
ラ
ム
『
挑
戦
者
の
履
歴

書
』
を
新
た
に
始
め
た
。
そ
の
コ
ラ
ム
で
は
ア

イ
ウ
エ
オ
順
で
人
物
を
紹
介
す
る
の
だ
が
、
そ

の
第
１
回
目
が
青
木
裕
子
さ
ん
で
あ
る
。
原
稿

を
書
く
に
当
た
り
、
青
木
さ
ん
の
著
作
や
朗
読

素
材
を
、
自
宅
（
松
戸
市
）
近
く
の
千
葉
県
立

西
部
図
書
館
で
借
り
よ
う
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
を
し
た
。
彼
女
の
著
書
『
再
婚
ト
ラ
ン

プ
』
は
西
部
図
書
館
に
蔵
書
と
し
て
あ
っ
た
の

こ
の
素
材
は
、
ポ
プ
ラ
社
の
百
年
文
庫
の
第
４

巻
『
秋
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
同
館
に
蔵

書
に
は
な
く
、
ア
マ
ゾ
ン
で
購
入
し
て
も
コ
ラ

ム
の
原
稿
締
切
り
に
間
に
合
わ
な
い
。そ
こ
で
、

収
録
さ
れ
て
い
る
他
の
本
を
検
索
す
る
と
、『
大

衆
文
学
大
系
』（
短
篇
下
、
昭
和
48
年
刊
）
が

あ
り
、
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
（
千
葉
市
）
と

千
葉
県
立
東
部
図
書
館
（
旭
市
）
に
蔵
書
が
あ

る
と
い
う
。
司
書
に
「
本
の
転
送
サ
ー
ビ
ス
は

あ
り
ま
す
か
？
」と
聞
く
と
、時
計
を
見
て
、「
急

ぎ
ま
す
か
？
中
央
の
は
無
理
だ
が
、
東
部
の
は

12
時
に
は
当
館(

西
部
）
に
届
き
ま
す
。
電
話

し
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。」
と
、
何
と
も
有
難

い
返
事
。
ま
る
で
天
使
の
言
葉
の
よ
う
だ
。
貸

出
依
頼
を
お
願
い
し
た
。
一
度
、
帰
宅
し
、
午

後
イ
チ
番
に
は
『
置
土
産
』
を
手
に
し
、
読
み

込
む
こ
と
が
出
来
た
。

　
青
木
氏
に
は
、
２
日
程
前
に
電
話
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
、
個
人
情
報
ほ
か
は
把
握
し
て
い
た

い
千
葉
県
内
の
市
町
村
を
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
３
エ

リ
ア
に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
水
曜
、木
曜
、金
曜
に
、

図
書
館
と
公
民
館
（
セ
ン
タ
ー
）
に
中
央
図
書

館
発
着
で
委
託
協
力
車
が
巡
回
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
千
葉
県
内
の
県
立
高
校
や
特
別
支

援
学
校
養
護
学
校
の
ほ
か
私
立
高
校
に
も
宅
配

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
サ
ー

ビ
ス
は
、
千
葉
県
で
は
、「
知
の
創
造
と
循
環

を
生
み
出
す
公
共
の
場
」
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
。

　
千
葉
県
内
の
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
歴
史
は
、
戦

後
ま
も
な
く
１
９
５
９
年（
昭
和
24
）８
月
に
、

全
国
初
の
移
動
図
書
館
（
名
称｢

訪
問
図
書
館

ひ
か
り
号｣

）
が
誕
生
し
た
歴
史
が
あ
る
。

　
県
民
、住
民
と
し
て
は
、危
惧
の
念
も
あ
る
。

宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
実
践
に
は
、
中
央
集
約
の
方

向
性
も
感
じ
取
れ
る
。す
な
わ
ち
、財
政
効
率
化

に
よ
り
県
立
図
書
館
３
館
を

中
央
図
書
館
１
館
に
集
約
す

る
と
い
う
〝
サ
ー
ビ
ス
の
切

り
捨
て
〟へ
の
懸
念
だ
。図
書

館
と
文
書
館
、
さ
ら
に
は
博

物
館
や
美
術
館
な
ど
が
、
統

合
さ
れ「
知
識
情
報
」な
ど
に

包
括
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
で

あ
る
。情
報
と
は
、「
情
け
に

報
い
る
」
と
い
う
原
意
を
も

つ
。広
い
千
葉
県
で
は
、情
報

と
人
材
の
地
域
間
格
差
が
生

じ
な
い
よ
う
に
、
努
力
と
情

勢
を
生
か
し
て
ほ
し
い
。

が
、
そ
の
朗
読
素

材
は
、
正
岡
容

（
ま
さ
お
か
い
る

る
）
著
の
『
置
土

産
』
で
あ
っ
た
。

戦
後
初
の
移
動
図
書
館

を
設
置
し
た
千
葉
県

　
千
葉
県
立
図
書
館
の
図
書
搬
送
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
西
部
図
書
館
に
照
会
し
、
公
開
情
報
を

教
示
い
た
だ
い
た
。
千
葉
県
は
広
い
。
県
立
図

書
館
は
、
前
述
の
よ
う
に
３
館
あ
る
が
、
図
書

資
料
の
搬
送
シ
ス
テ
ム
は
、
毎
週
火
曜
・
木
曜

に
、「
中
央
」（
８
時
）
→
「
東
部
」（
10
時
発
）

→
「
西
部
」（
12
時
着
）
→
「
中
央
」（
15
時
着
）

→
「
東
部
」（
17
時
着
）
の
コ
ー
ス
で
、
３
館

間
を
、
業
者
に
委
託
し
連
絡
車
が
巡
回
す
る
と

い
う
。
筆
者
の
場
合
、「
東
部
」（
10
時
発
）
→

「
西
部
」（
12
時
着
）
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
の

だ
っ
た
。こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、図
書
返
却
の
コ
ー

ス
と
も
な
る
。

　
県
立
図
書
館
の
こ
の
搬
送
シ
ス
テ
ム
は
、
広

で
、
朝
イ
チ
で
図
書
館
を

訪
ね
、
借
り
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
昨
年
11
月
21
日
に
開
催

さ
れ
た
名
誉
館
長
の
朗
読

会
に
は
筆
者
も
参
加
し
た

が
、も
う
一
冊
だ
け
読
み
込
ん
で
お
き
た
い『
軽

井
沢
朗
読
館
だ
よ
り
』
が
あ
っ
た
。
今
度
は
、

公
立
図
書
館
を
検
索
す
る
と
、
松
戸
市
立
図
書

館
の
矢
切
分
館
に
蔵
書
が
あ
る
と
い
う
。
17
時

閉
館
に
間
に
合
う
よ
う
に
ク
ル
マ
を
走
ら
せ
、

手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
、
翌
朝
に
は
原
稿
を
仕

上
げ
投
稿
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
、

図
書
搬
送
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
支
援
を
得
て
、
コ

ラ
ム
原
稿
を
無
事
書
く
こ
と
が
出
来
た
。　

【参考資料】『千葉県立図書館要覧』（令
和２年度）
http://www.library.pref.chiba.
lg.jp/R2-youran.pdf


